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　地域の自主防災組織は、各区などの町民で
結成される、いちばん身近な防災組織です。

その役割は、災害が発生したときに町民が協

力し合って、いち早く負傷者の救出・救護や

火災の初期消火活動を行うなど、被害を最小

限にくい止めて、自分たちのまちを守ること

です。



　 　

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
昭
和
町

は
、
東
海
地
震
の
『
地
震
防
災
対

策
強
化
地
域
』
に
指
定
さ
れ
、
東

海
地
震
が
発
生
す
る
と
、
震
度
6

弱
以
上
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ざ
、
大
規
模
地
震
が
発

生
し
た
時
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど

う
な
る
と
思
い
ま
す
か
？
あ
な
た

の
ご
家
族
は
、
み
ん
な
近
く
に
い

ま
す
か
？
近
く
に
い
な
い
場
合
連

絡
を
取
れ
ま
す
か
？
我
が
家
の
状

況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
（
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
な

ど
）
は
使
え
ま
せ
ん
。
食
糧
や
ト

イ
レ
は
ど
う
し
ま
す
か
？
非
常
持

ち
出
し
品
の
準
備
は
し
て
あ
り
ま

す
か
？

　

地
震
が
起
き
て
か
ら
で
は
、
遅

す
ぎ
ま
す
。
防
災
の
日
を
前
に
、

ご
家
族
で
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
で

も
い
い
で
す
か
ら
、「
地
震
」「
防
災
」

「
我
が
家
の
備
え
」
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
８

　

最
低
で
も
約
３
日
分
の
水
と
食

糧
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
向
け
の
食

糧
も
必
要
に
応
じ
て
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
、
日
用
品
の
必

需
品
に
つ
い
て
は
「
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

割
以
上
の
方
が
古
い
木
造
住
宅
の

倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
り
下
敷

き
と
な
り
、
圧
死
・
窒
息
死
等
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
寝
室
や
子
ど

も
・
高
齢
者
が
い
る
部
屋
に
家
具

が
置
い
て
あ
る
方
は
な
る
べ
く
置

か
な
い
様
に
す
る
か
、
転
倒
防
止

器
具
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

仕
事
や
学
校
、
外
出
中
に
地
震

が
発
生
し
た
時
、
ど
の
様
に
し
て

ご
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
い
ま
す

か
？
万
が
一
に
備
え
、
ご
家
族
で

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
時
の
集

合
場
所
も
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



　 　

　 　

　

肥
満
と
は
、
単
に
体
重
が
重
い

こ
と
で
は
な
く
、「
脂
肪
組
織
が
過

剰
に
蓄
積
し
た
状
態
」
を
言
い
ま

す
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
簡
単
で

便
利
な
判
定
方
法
と
し
て
、
お
腹

ま
わ
り
の
測
定
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

糖
尿
病
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞

な
ど
の
健
康
障
害
は
、
内
臓
脂
肪

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防

と
改
善
は
、
ま
ず
お
腹
ま
わ
り
を
減

ら
す(

＝
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
）
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
、
第
1

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
、
つ
ま
り
、

食
べ
物
か
ら
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
は
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
内
臓
の
ま
わ

り
に
脂
肪
の
つ
い
た
状
態
）
に
加

え
て
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質

異
常
と
い
う
生
活
習
慣
病
の
危
険

因
子
を
２
つ
以
上
あ
わ
せ
持
っ
た

状
態
を
言
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防
・

改
善
は
、『
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、

し
っ
か
り
禁
煙
、
最
後
に
ク
ス
リ
』

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
過
ぎ

や
欠
食
な
ど
の
乱
れ
た
食
生
活
は
、

内
臓
脂
肪
を
貯
め
る
原
因
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
の

食
習
慣
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

面
積
が
１
０
０
cm2
を
超
え
た
時
に

明
ら
か
に
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の

１
０
０
cm2
に
相
当
す
る
お
腹
ま
わ

り
の
長
さ
が
、
判
定
の
基
準
に
な

っ
て
い
ま
す
。



　 　

　

先
月
号
広
報
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の

記
事
で
は
「
運
動
編
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
食
事
、
特
に
食
品
か
ら
の
摂
取

カ
ロ
リ
ー
に
つ
い
て
前
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま

し
た
。
運
動
と
食
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
無
理
の
な
い
範
囲
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
。

こ
こ
で
は
「
ち
ょ
こ
っ
と
追
伸
」
と
し
て

先
月
号
記
事
に
つ
い
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見

「
な
ん
で
自
転
車
で
？
」
に
つ
い
て
も
う
少

し
ふ
れ
て
み
ま
す
。

「
あ
の
お
腹
は
誰
の
お
腹
で
？
」

　
「
な
ん
で
自
転
車
で
？
」

こ
れ
ら
は
先
月
号
「
運
動
編
」
の
記
事
に
対

し
て
の
ご
意
見
。
健
康
へ
の
関
心
の
高
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
記
事
の
中
で
も
ふ
れ
ま
し
た

が
、
健
康
維
持
の
た
め
の
運
動
は
「
継
続
」

す
る
こ
と
が
第
一
。
そ
し
て
、
自
分
に
あ
っ

た
運
動
を
心
が
け
無
理
を
し
な
い
こ
と
も
大

切
で
す
。
そ
う
考
え
た
と
き
頭
に
浮
か
ん
だ

の
が
「
自
転
車
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　

1
日
30
分
週
3
回
と
い
っ
て
も
な
か
な
か

時
間
が
と
れ
な
い
の
が
現
実
で
す
。
そ
こ
で
、

健
康
維
持
と
地
球
温
暖
化
防
止
と
一
石
二
鳥

だ
ろ
う
と
い
う
単
純
な
理
由
も
あ
っ
て
「
自

転
車
通
勤
」
を
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら

何
と
か
時
間
が
作
れ
る
し
ち
ょ
う
ど
よ
い
か

な
と
。

実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

の
2
つ
に
留
意
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
継
続

す
る
た
め
の
励
み
と
し
て
、
自
転
車
通
勤
に

よ
っ
て
ど
れ
く
ら
い
温
室
効
果
ガ
ス
が
削
減

で
き
る
の
か
を
算
出
し
て
み
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
体
重
や
体
脂
肪
率
の
減
少
も
励
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
エ
コ
に
関
す
る

様
々
な
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
自

身
の
身
長
や
体
重
・
性
別
等
の
デ
ー
タ
と
自

転
車
に
乗
っ
て
移
動
し
た
距
離
と
時
間
を
入

力
す
る
と
、
削
減
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の

数
値
を
計
算
し
て
く
れ
る
サ
イ
ト
が
あ
り
ま

す
。
身
長
１
７
３
㎝
体
重
71
㎏
の
男
性
が
自

転
車
に
乗
っ
て
10
㎞
移
動
し
た
時
（
約
30
分
）

温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
は
、
ど
の

く
ら
い
削
減
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

自
動
車
で
同
じ
距
離
を
移
動
し
た
と
し
て

約
2.3
㎏
分
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
な
る
よ

う
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
サ
イ
ト
の
便
利
な

と
こ
ろ
は
、
同
時
に
消
費
カ
ロ
リ
ー
の
計
算

も
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
ひ
と
く
ち
に
エ
コ
と
い
っ
て
も

様
々
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
箸は

し

や
マ
イ

ボ
ト
ル
、
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
。
こ
れ
ら
の
活

動
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
自
転
車
の
エ
コ

っ
て
何
だ
ろ
う
？
こ
れ
ま
で
な
ら
車
を
使
用

し
て
い
た
場
面
を
自
転
車
に
置
き
換
え
て
み

る
。
近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
買
い
物
や
通
勤

な
ど
に
自
転
車
を
使
っ
て
み
る
。
あ
る
い
は

歩
い
て
行
っ
て
み
る
。
も
ち
ろ
ん
車
は
、
社

会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
べ
て
を
自
転

車
や
徒
歩
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

健
康
維
持
と
エ
コ
の
実
践
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
が
で
き
る
範
囲
で
「
生
活
を
工
夫
」
し
「
生

活
手
段
の
切
り
替
え
」
を
行
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
健
康
維
持
と
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
「
自
転
車
に
乗
る
よ
」

健
康
維
持
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
あ

な
た
は
ど
ん
な
言
葉
で
埋
め
ま
す
か
？

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

な
ぜ
自
転
車
？

便
利
な
サ
イ
ト

健
康
維
持
と
エ
コ
の
実
践

健康維持と
～ CO2 － 6％～

健康維持とエコ･･･
健康維持と温室効果ガス削減と
を目的に自転車通勤にトライ！



　 　

　 　

で
っ
か
い
ク
ヌ
ギ
の
木

「
ミ
ツ
」
が
出
て
い
る
と
こ
ろ

昼
間
は
カ
ナ
ブ
ン
が
い
る

大
き
な
大
き
な
ム
ラ
サ
キ
色
の
チ
ョ
ウ

ス
ズ
メ
バ
チ
も
い
る

ス
ズ
メ
バ
チ
が
い
た
ら
、
静
か
に
逃
げ
よ
う

刺
さ
れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

夜
の
ク
ヌ
ギ
の
木
は
ど
う
な
の
？

懐か
い
ち
ゅ
う中

電
灯
で
照
ら
し
て
み
よ
う

黒
い
小
さ
な
ク
ワ
ガ
タ

少
し
赤
い
、
大
き
な
ク
ワ
ガ
タ

森
の
王
様
、
カ
ブ
ト
虫

昼
と
ち
が
う
夜
の
森

ち
ょ
っ
と
怖
い
け
ど
ワ
ク
ワ
ク
す
る

道
具
は
ア
ミ
と
虫
か
ご

ア
ミ
は
長
く
の
ば
せ
る
も
の
が
い
い

懐
中
電
灯
を
忘
れ
ず
に

で
き
れ
ば
長
グ
ツ
・
長
ソ
デ
・
長
ズ
ボ
ン

家
の
近
く
の
草
っ
ぱ
ら

歩
い
て
み
る
と
バ
タ
バ
タ
バ
タ

イ
ナ
ゴ
か
な
？

土
バ
ッ
タ
か
な
？

シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
？

オ
ン
ブ
バ
ッ
タ
？　

す
ば
や
く
ア
ミ
で
つ
か

ま
え
よ
う

バ
ッ
タ
は
何
色
？
緑
色
？
茶
色
の
バ
ッ
タ
や
、

お
ん
ぶ
し
た
バ
ッ
タ

道
具
は
ア
ミ
と
虫
か
ご

サ
ン
ダ
ル
は
ダ
メ

蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

つ
い
で
に
ト
ン
ボ
も
見
つ
け
よ
う



　 　

☎

　町からの文書送付などに使用する封筒です。

（12cm× 23.5 ㎝：A4用紙が三つ折で入る封筒）

　　

　　

　　

　図書館で図書を貸し出す際に利用者にお渡しす

る貸出票の下部分に広告を印刷します。（20文字

× 5行）また、図書館入口に広告スペースを設置

します。（40cm× 45cm）

2.3cm× 7cm）

（24cm× 32.4cm：A4用紙がそのまま入る封筒）

　　

　　

　　



　 　

　 　

　交通安全協会昭和支部 ( 海野經
つねひろ

廣支部長 )
では、『交差点での交通事故削減』を目的に、
今年もボランティアで町内のカーブミラー清
掃を行いました。
　今、子どもたちは夏休み中です、子どもを
見かけたらドライバーの方は、『優しい運転』
を心がけてください。

　

こ
れ
ま
で
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
っ
た
医
療
費
に
つ
い

は
、
医
療
費
助
成
金
請
求
書
に

基
づ
き
助
成
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
請
求
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
か
な
く
て
も
、
交
付
さ
れ
て

い
る
受
給
資
格
者
証
を
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

窓
口
無
料
化
で
は
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
健
康
保
険
証
と
、

受
給
資
格
者
証
を
提
示
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
健
康
保
険
証

と
受
給
資
格
者
証
の
提
示
が

な
い
場
合
は
、
無
料
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
証
と

同
じ
よ
う
に
、
受
診
す
る
た

び
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
受

給
資
格
者
証
を
提
示
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
受
給
資
格
者
証
の

忘
れ
・
相
違
等
で
窓
口
負
担

を
し
た
場
合
は
、
従
来
通
り

の
方
法
に
よ
り
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

　

県
外
の
医
療
機
関
で
受
診

し
た
医
療
費
、
は
り
・
き
ゅ
う
・

柔
道
整
復
師
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

に
係
る
療
養
費
は
窓
口
無
料
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
助
成

を
受
け
る
場
合
は
、
従
来
ど
お

り
の
方
法
に
よ
り
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
学
生
以
下
の
児
童

に
助
成
し
て
い
る
入
院
時
の
食

事
代
に
つ
い
て
も
、
従
来
ど
お

り
の
方
法
に
よ
り
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

☎☎
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昭
和
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
畑
野
秦
六
氏
（
押
越
区
）

が
6
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
6
月

の
定
例
議
会
で
丸
山
清
次
氏
（
紙

漉
阿
原
区
）
の
選
任
を
提
案
し
、

全
会
一
致
で
同
意
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

評
価
審
査
委
員
と
は
、
固

定
資
産
の
評
価
に
つ
い
て
学

識
経
験
を
有
す
る
人
の
中
か

ら
、
議
会
の
同
意
を
得
て
町

長
が
任
命
し
ま
す
。

　

評
価
審
査
委
員
は
3
人
で

構
成
さ
れ
、
任
期
は
3
年
と

な
り
ま
す
。
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に

関
す
る
不
服
が
あ
る
人
か
ら

審
査
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き

に
、
申
出
に
基
づ
き
書
類
審

理
・
事
実
審
査
・
口
頭
審
理

を
得
て
、
審
査
決
定
し
ま
す
。

　

町
体
育
指
導
委
員
長
の
大
前

仁
志
氏
（
西
条
新
田
区
）
が
関

東
体
育
指
導
委
員
協
議
会
の
功

労
者
に
選
ば
れ
、
６
月
６
日
に

栃
木
県
で
行
わ
れ
た
関
東
体
育

指
導
委
員
研
究
大
会
の
席
上
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
体
育
指
導
委
員
と
し
て
地

域
の
体
育
の
普
及
振
興
に
功
績

の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

大
前
氏
は
、
平
成
2
年
度
か

ら
町
体
育
指
導
委
員
を
務
め
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
17
年

度
か
ら
は
、
町
体
育
指
導
委
員

長
及
び
峡
中
地
区
体
育
指
導
委

員
協
議
会
副
会
長
と
し
て
、
各

種
事
業
の
企
画
運
営
を
積
極
的

に
行
い
、
昭
和
町
及
び
峡
中
地

区
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・

発
展
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
関
東
体
育
指
導

委
員
協
議
会
功
労
者
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
11
月
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た

中
澤
喜
幸
氏
（
西
条
新
田
区
）

が
6
月
11
日
に
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
甲
府
で
行
わ
れ
た
平
成
20
年

度
山
梨
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
定
期
総
会
の
席
上
、
厚

生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
民
生
委
員
と
し
て
地
域
の

社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
っ
た
方

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

中
澤
氏
に
は
、
今
後
も
町
民

の
福
祉
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

6
月
19
日
町
長
室
に
お
い

て
、「
昭
和
町
の
ホ
タ
ル
育

成
の
た
め
に
」
と
次
の
方

か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。



　 　



　 　

　 　

☎☎



　 　

●所得が一定以下の人
●天災、失業等の理由により、保険料を納付する
　ことが著しく困難な人
●所得が一定以下で保険料を全額納付することが
　困難な人（※保険料一部免除）
●生活保護法による生活扶助を受けている人
●障害基礎年金または被用者年金の障害年金
　（1・2級）の受給権者

ただし、連帯して保険料の納付義務がある世帯主ま
たは配偶者のいずれかが免除の要件に該当しない場
合には、当該被保険者については免除されません。
免除はそれぞれに所得制限があります。世帯の構成
人数等により所得制限額が異なりますので、詳細は
お問い合わせください。
※審査は、申請者本人・申請者の配偶者・世帯主の前年の所得により判定
されます。基準を超えていても、失業した場合や天災により損害を受け
た場合などの理由で免除が承認されることもあります。

申請した日の前月から翌年の 6月（申請日が 1月から 6
月までの場合はその年の 6月）までとなります。ただし、
申請が遅れた場合には直前の 7月まで遡って承認を受
けることができます。
引き続き 7月からも免除の承認を受ける方または新た
に免除の申請を受ける方は申請が必要です。

1)　この期間は老齢基礎年金を受けるために必要な期間（受給資格期間）に算入
されますが、年金額には反映されません。

2）　10 年以内に追納すると通常に納付したのと同じことになります。尚、承認
を受けた年度から 3年度以降に追納する場合は、経過した期間に応じて当
時の保険料に一定率を乗じた金額が加算されます。

3）　障害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格期間に算入されます。
4）　申請が必要です。

学生本人の前年の所得が一
定以下の場合、申請をし承
認されると保険料の納付が
卒業まで猶予される「学生
納付特例制度」があります。

30 歳未満の第 1号被保険者の方には、本
人と配偶者の前年の所得が一定以下の場合、
申請をし承認されると保険料の納付が猶予
される制度があります。
この制度は、所得の高い世帯主（主に親など）
と同居している場合も利用できます。

☎

☎

国民年金の
受給資格期間

老齢基礎年金
を受けるとき

障害・遺族基
礎年金を受け
るとき

追納期間
※免除、納付猶予、納付特例期間の保険料を追納する場合、
　3年目から当時の保険料に加算がつきます
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☎
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「
I
・
N
・
G
ー
我
ら
は
現
在
進
行
形
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
25
回
紫
映
祭
が

6
月
28
日
（
土
）
の
文
化
ホ
ー
ル
で
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
皮
切
り
に
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で

今
年
も
多
く
の
部
が
全
国
大
会
、
関

東
大
会
出
場

　

総
合
体
育
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
な
ど
の
県
予
選
を
経
て
、
今
年
の
夏

も
た
く
さ
ん
の
部
が
全
国
及
び
関
東
大

会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
関
東

大
会
に
は
、
弓
道
部
（
男
子
団
体
）、

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
陸
上
部
（
個

人
）、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
、
な
ぎ
な
た
部

（
団
体
お
よ
び
個
人
）、
山
岳
部
（
秋
開

催
）、
水
泳
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
、
弓
道
部
（
男
子
個

人
）、ボ
ク
シ
ン
グ
部
、な
ぎ
な
た
部（
団

体
お
よ
び
個
人
）
が
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
部
で
は
放
送
部
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
お
よ

び
第
32
回
全
国
総
合
文
化
祭
群
馬
大
会

に
出
場
い
た
し
ま
す
。
出
場
各
部
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

は
、
各
ク
ラ
ス
が
朝
と
放
課
後
の
限
ら

れ
た
時
間
を
使
っ
て
練
習
し
た
成
果
が

ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
一
般
の
方
々
に
公
開
さ

れ
、
朝
か
ら
の
大
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

例
年
並
の
来
校
者
が
あ
り
、
大
盛
況
で

し
た
。

　

3
日
目
の
運
動
会
部
門
は
雨
天
に
よ

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
た

め
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
暑
さ
に
も

負
け
ず
生
徒
た
ち
は
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
行
事
が
終

わ
る
と
3
年
生
は
進
路
実
現
に
向
け
た

受
験
体
制
に
入
り
ま
す
。

　

昭
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
代
を

担
う
青
少
年
を
海
外
に
派
遣
し
、
訪
問

国
の
生
活
・
文
化
・
歴
史
・
風
土
な
ど

に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
性
豊
か

な
青
少
年
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、「
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
」
を
平

成
2
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎

年
、開
催
方
法
や
内
容
の
改
善
を
図
り
、

本
年
度
で
18
回
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
の

参
加
者
数
は
、
３
０
０
名
を
超
し
、
町

の
国
際
交
流
の
会
で
活
躍
す
る
な
ど
経

験
や
成
果
を
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
参
加
対
象
の
「
青
少
年
」

と
い
う
年
齢
制
限
も
見
直
し
、
意
欲

あ
る
一
般
成
人
の
参
加
も
可
能
に
し

　

今
年
の
参
加
者
は
、
12
日
の
出
発
に

向
け
、
事
前
研
修
や
体
調
管
理
に
努
め

て
い
ま
す
。「
来
年
は
、
自
分
も
参
加

し
て
・
・
」
と
考
え
て
い
る
方
は
、
家

族
と
も
相
談
し
て
、
目
標
を
定
め
る
な

ど
準
備
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。
学
生
は
、
保
護
者
の
意
向

よ
り
、
参
加
す
る
本
人
の
意
欲
・
姿
勢

が
何
よ
り
大
切
で
す
。「
身
振
り
手
振

り
で
も
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
家

族
と
積
極
的
に

か
か
わ
り
た
い
」

「
現
地
英
語
ス
ク

ー
ル
で
の
研
修

で
、
生
き
た
英

語
力
を
付
け
た

い
」「
学
校
訪
問

で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
友
達
を
作
り

た
い
」「
何
で
も
見
て
や
ろ
う
、
経
験

し
て
や
ろ
う
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
目

標
を
抱
い
て
の
参
加
が
必
要
で
す
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
活
や
歴
史
、
文
化

に
興
味
を
持
ち
、
乗
馬
体
験
や
観
光
ま

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
丸
ご
と
知
ろ
う

と
い
う
意
欲
が
あ
れ
ば
、
必
ず
有
意
義

で
、
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
す
。



　 　 ☎ ☎
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昨
年
度
の
各
部
会
事
業
報
告
の
後
、

本
年
度
の
推
進
計
画
と
各
部
会
の
具
体

的
な
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
地
域
の
各

組
織
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

  

こ
れ
を
受
け
て
次
の
各
組
織
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
、
力

強
く
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
町
の
多
子
世
帯
支
援

施
策
の
ひ
と
つ
で
、
学
校
給
食
費

に
か
か
わ
る
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
で
子
育
て
支
援
の
一

助
と
す
る
も
の
で
す
。

義
務
教
育
を
現
在
同
時
に
受
け
て
い

る
子
ど
も
が
3
人
以
上
い
る
世
帯

と
な
り
ま
す
。
要
保
護
・
準
要
保

護
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
・
中
学
校
・
特
別
支
援
学

校
な
ど
の
学
校
が
対
象
で
、
公
立
・

国
立
大
学
法
人
の
付
属
学
校
・
私

立
学
校
を
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
給
食
実
施
校
で
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

・
組
織
の
中
枢
と
し
て
、
地
域
に
お
け

　

る
環
境
保
全
、
自
然
体
験
、
社
会
体

　

験
な
ど
の
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

・「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
更
な

　

る
協
力
体
制
の
確
立
を
図
る
。

・
環
境
浄
化
活
動
へ
の
取
り
組
み
。

・
平
成
八
年
度
に
文
科
省
よ
り
「
道
徳

　

教
育
推
進
の
町
」
の
指
定
を
受
け
ま

　

し
た
。
そ
の
後
も
、
昭
和
町
独
自
事

　

業
と
し
て
続
け
て
き
ま
し
た
が
、今
、

　

改
め
て
道
徳
教
育
の
必
要
性
が
叫
ば

　

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
公
開
日
は

　

次
の
と
お
り
で
す
。

・
町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
が
夏
休

　

み
の
生
活
指
導
の
取
り
組
み
に
つ
い

　

て
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ
い

　

さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
の
推
進
や
家

　

庭
や
地
域
で
取
り
組
む
べ
き
事
柄
に

　

つ
い
て
確
認
し
た
後
、
山
梨
県
警
察

　

本
部
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
担
当
者
に

　

よ
り
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状
と
問

　

題
点
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
を
実

　

施
し
ま
し
た
。

・
掲
示
板
に
「
○

○
中
学
の
△
△

っ
て
チ
ョ
ー
き
も

い
、
う
ざ
い
か
ら

氏(

死)

ね
」な
ど

個
人
攻
撃
が
目
的

の
言
葉
を
書
き
込
み
、
友
達
を
傷
つ
け

て
い
ま
せ
ん
か
？

・
興
味
本
位
で
出

会
い
系
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
て
い

ま
せ
ん
か
？
出
会

い
系
サ
イ
ト
に
は

「
ア
ク
セ
ス
し
な
い
」「
書
き
込
ま
な
い
」

「
絶
対
会
わ
な
い
」
が
基
本
で
す
。

・
誰
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
プ
ロ

フ
や
ブ
ロ
グ
に
写

真
、
実
名
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
書
き
込
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？
「
私
を
襲
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

・
突
然
、
金
融
機
関

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ

イ
ト
を
名
乗
る
と
こ

ろ
か
ら
メ
ー
ル
が
届

き
、
あ
な
た
の
重
要

な
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
知
ら
な
い
人
、

知
ら
な
い
会
社

等
か
ら
届
い
た

メ
ー
ル
に
す
ぐ

返
信
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

補
助
金
制
度
で
す
の
で
、
申
請
を
し

な
け
れ
ば
補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

町
内
の
小
中
学
校
の
在
学
生
に
つ
い

て
は
、
９
月
に
学
校
を
通
じ
申
請

書
な
ど
の
必
要
書
類
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
の
で
、
該
当
と
思
わ
れ

る
保
護
者
の
方
は
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
付
書
類
と
共
に
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
償
還
払
い
制
度

を
採
用
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
給
食
費
は
通
常
ど
お
り

納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
提
出
さ
れ
た
書
類
を

審
査
し
、
翌
年
3
月
分
ま
で
の
世
帯
全

員
の
児
童
生
徒
の
給
食
費
の
納
入
状
況

を
確
認
の
う
え
、
翌
年
4
月
ま
た
は
5

月
に
１
年
分
を
一
括
し
て
指
定
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。
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